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論文の内容の要旨
　細胞質分裂時に現れる収縮環は主としてアクチンとミオシンから構成されており，両者の相互作用一によってく
びれが進行する。しかしながら，分裂面の決定，収縮環の形成，収縮環の消失，といったメカニズムは未だに明
らかになっていない。
　繊毛虫テトラヒメナの収縮環の構造を電子顕微鏡で観察すると，細胞膜直下に形成された収縮環のアクチン繊
維上に，アクチン繊維を束ねる横縞構造と，細胞膜と横縞構造の問を架橋する構造が観察された。そこで著者は
アクチン繊維を束ねるアクチン結合たんぱく質が細胞質分裂に重要な役割を担っていると考え，繊毛虫テトラヒ
メナよりアクチン結合タンパク質を同定分離することを試み，以下に示す結果を得た。
　第一章においては，F一アクチンアフィニティーカラム法を用いてテトラヒメナから分子量60kDaのアクチン結
合タンパク質を同定分離した。さらに，電子顕微鏡観察によって，このアクチン結含タンパク質がアクチン繊維
束を形成することを見つけ，このタンパク質がアクチンを束ねる活性を持っていることを明らかにした。
　第二章において，このアクチン結合タンパク質に対する抗体を用いて，その細胞内局在性を調べ，このタンパ
ク質が間期の細胞では口部装置と収縮胞の開口部に局在すること，分裂期の細胞では分裂溝に沿って点状に局在
することを明らかにした。この結果から，このアクチン結合タンパク質が口部装置における食胞形成，収縮胞の
開口，そして収縮環の形成に関わることを示唆した。
　第三章において，テトラヒメナのアクチン結合タンパク質の遺伝子をクローニングし，そのcDNAがアミノ酸
数422の分子量59．1kDaのタンパク質をコードすること，このアクチン結合タンパク質がアクチン束化タンパク質
であるfimbri的1astinfami1yのタンパク質と高い相同性を持っていることを示した。そこでこのアクチン結合タン
パク質をTetrahymenafimb由と名付けた。Te位ahymenafimbrinは2つのアクチン結合ドメインを持つが，N末側
にEF七and型のカルシウム結合部位を持たず，新規のfimbriψ1astinfamilyタンパク質であると考えられた。
審査の結果の要旨
　テトラヒメナの細胞分裂に関する先行研究を参考にして，著者は細胞質分裂時に出現する収縮環の形成にはア
クチン繊維を束ねるタンパク質が重要な役割を担うという作業仮説を立て，テトラヒメナよりアクチン結合タン
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パク質を単離した。そのタンパク質の性状や細胞内局在性を詳細に調べ，得られたタンパク質が収縮環の形成に
関わること，さらに新規のfimbriψlastinfami1yタンパク質であることを明らかにした。作業仮説が現実のものに
なった過程には偶然もあるが，著者の努力と粘りが重要な発見に導いたものと推察できる。また，著者が見つけ
たタンパク質，五mbr虹，はアクチンを束ねるタンパク質の代表的なものであったが，fi㎜b由が分裂溝に存在する
こととEFhandを持たないfimbrinの存在は初めての発見である。したがって，本研究は細胞分裂の研究，特に収
縮環の形成に重要な知見を与えるものである。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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